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環境整備 
寮、住宅補償制度、奨学金、ラーニング・コモンズ、図書館、交流ラウンジ、学生スタッフ制度、 

文書・各種システムの多言語対応、危機管理（保険、留学生カウンセラー等） 

正課カリキュラム 
  
 ●共修（PBL、ディスカッション） 
 ●学習・研究支援チューター 
 ●短期プログラム語学ボランティア 
 ●国際教養科目 
 ●日本語・日本文化科目 
 
 
 
 
 ●キャリア形成支援科目 
 ●インターンシップ科目 

正課外プログラム 
    
     ■国際交流イベント 
    
     ●語学交換 
     ●文化体験プログラム 
 
     ●留学生オリエンテーション 
     ●新入留学生歓迎会 
     ●生活支援アドバイザー 
     ●地域交流 
     ●ホストファミリー交流 
 
     ●インターンシッププログラム 
     ●留学フェア、ガイダンス 
     ●工場見学 

学修支援 

留学生支援 相関図 

生活支援 

キャリア支援 等 

FD／SD 
英文化WG、研修等 

目的や全体の仕組み・構造
を理解し、構築・改善する 



同志社大学の新しい取り組み 

1. グローバル化とFD・SD 

2. 留学生への学修支援と国際交流の活性化 

   ●学内文書英文化ワーキング・グループの事例 

   ●ラーニング・コモンズの活用事例 

   ●国際交流ラウンジの活用事例 



 

 1.キャンパスのグローバル化 

 2.学生のグローバル化 

 3.教員のグローバル化 

 4.職員のグローバル化 

 

大学の４つのグローバル化 



 1. 入社時に教員に対して、新任教員研修を実施【ＦＤ】 

  ●国際連携推進機構長（副学長）より、国際化の取組の紹介 
  ※職員に対しては、入社時に新入職員実務基礎研修を実施 

 2. 各種セミナー・シンポジウムの開催【ＦＤ、ＳＤ】 

  ●「GLOBAL30 同志社大学SDワークショップ 大学職員のグローバル化」  
     2012/11/26【ＳＤ】 
  ●「留学生のキャリアデザイン～グローバル人材を大学から世界へ～」  
     2012/7/13【ＦＤ、ＳＤ、留学生】 
  ●「学生の力を活かしたキャンパス内異文化交流の推進 
     ～早稲田大学国際コミュニティセンターの取り組み～」 
     2013/11/22【ＦＤ、ＳＤ、学生】 

 3. 学内文書英文化ワーキング・グループの活動【ＳＤ】 

  ●英文文書の整備（ワーディング・フォーマットの全学統一） 
  ●グローバル化に関するトピックスの紹介（研修） 

グローバル化に関するＦＤ・ＳＤの取組 



▼国際化の加速 
 ●同志社大学アクションプランの策定【 平成２０年４月１７日】 

  「同志社らしい国際主義の実質化に向けて」 

 ●『留学生３０万人計画』骨子の策定【平成２０年７月２９日】 

 ●Ｇ３０への申請・採択【 平成２１年度】 

  →留学生の受入れ・送り出しの大幅に増加 

  →英語コース（英語の授業だけで学位取得が可能）の設置 

  ※国際化に向けた全学的な協力体制が確立→全学で目標を共有 

学内文書英文化WG活動に至った背景 



 

 

 

 

 

学内文書英文化ワーキンググループを設置（2010年11月） 

 ▼学内英文文書における誤表現・誤表記・不統一の問題が顕在化 

  ●統一（公式）見解・フォーマットがない。 

  →同志社大学としてのスタンダード、ルールの欠如 

 ▼英文対応の担当部課・各部課の英文対応担当（責任）者が不明 

  ●全学的な対応が必要 

   →まずは、各部課で担当（責任）者を明確化 

 ▼国際部門の対応だけでは、全学のグローバル化は達成できない。 

学内文書英文化WG活動に至った背景 



 １．学内各部課 学内文書英文化担当者を中心とした協力関係構築 

  （メーリングリスト作成、担当者一覧作成など） 

  ４．文書英文化の留意点の紹介 

 ５．既存文書の英文化計画 

 ６．その他、関係者への情報提供 

  ・在留資格関係業務 

  ・海外からの研究者招聘業務 

  ・外国人留学生入試についての留意点 

  ・ダブルディグリー 

 ２．学内文書英文化担当者が抱えている課題の掌握、問題の共有 

  ３．共同利用可能な文書の洗い出し（データベースの構築）、 

   教職員のページでテンプレートを公開 

ワーキンググループ設置の目的（設置時） 



 
 
 

 【参加対象者】 

  原則、専任職員。部署は問わない。 

  ※業務に応じて嘱託職員、契約職員、派遣スタッフ、アルバイト職員も 

   参加可。 

  ※大学全体の国際化を図るため、可能な限り広く参加を求める。 

 

  【開催頻度】  

  ２０１１年度は月１回程度を目安に開催 

 【運営担当部署】 

  国際連携推進機構（下記、５課・事務室） 

  ・国際課 

  ・留学生課 

  ・日本語・日本文化教育センター事務室 

  ・国際化推進室事務室 

  ・国際教育インスティテュート事務室 

  ※総務部庶務課（文書の取扱いに関する所管課）の協力（議事録） 

ワーキンググループの構成 



 ■文書英文化の取組状況の把握、課題や問題点の把握・整理 
 
 

 ■学部・研究科間等の文書フォーマットの統一、共用（テンプレート） 

  ※同じ大学でありながら、部署によって違う形式の同じ文書が送付 

  →すでに作成済みの文書や表現を再利用することで、翻訳の手間や 

   コストを削減 

 ■情報の一層の発信を促進 

  学内文書英文化の一層の推進、ホームページの多言語化の促進 

 

   ■国際化に関する様々なトピックスや情報を紹介 

  →情報の共有化、手続き・業務の標準化 

  →事務効率の向上、内容の充実 

  →各事務室での自立的な国際化対応を支援・啓蒙  

 ■難易度の高い表現や頻出用語の洗い出し、未着手文書の取りまとめ 

  ※緊急性の高い文書の英文化を促進（翻訳支援） 

 ■ネイティブチェックによるワーディング（言い回し、表現）の統一、 

  誤表現の訂正 

ワーキンググループの活動内容 



 ▼誤表記の排除 

 ▼既存の表現の統一 

  ※新規の表現については、こちらから提示 
  

ワーディングの統一 



 ▼各国の文化やプロトコル、前後の文脈を踏まえた 

  対応が必要 
   誤解を招く表現→自然な英訳へ 

  
 

 ▼業務や制度の見直しも検討  

   →学部・研究科間での教育制度の見直し・統一 

   例）Ｘ群Ｙ類 Category Y, Group X 

     ※学部によって、日本語標記でもＸ類Ｙ群等が混在 

 
 

 ▼用語データベースの構築・維持・アップデート 
   日本語よみ、用語、英語、英語表現、確定・審議中フラグ 

ワーディングの統一における留意点 



 ※その他、国際化に関する各種マニュアルや各国用のリーフレット、 
  素材（写真、ロゴ等）も提供 

 ▼対応すべき文書（共通で利用可能）の洗い出し 
  →優先度の決定（翻訳の費用負担を支援） 

 

 

  
  ▼作成済みの文書の情報共有 
  →テンプレート（雛形）としてオーソライズ 
 

 ▼文書テンプレートとして、教職員のホームページで共有 

  
 

英文文書の共有 



2010年12月 第１回 
・開催目的の説明 
・各組織の状況、問題点の共有 
・情報共有のためのメーリングリストの作成 

2011年1月 第２回 
・国際間のプロトコル 
・各組織の状況、問題点の共有 

2011年2月 第３回 
・同志社大学英文用語集について  
・国費留学生制度について 

2011年3月 第４回 ※東日本大震災対応で中止 

２０１０年度 活動スケジュール 

■２０１０年度 



2011年4月 第１回 
・同志社大学英文用語集について 

・外国人の在留資格について 

2011年5月 第２回 
・同志社大学英文用語集について 

・大学間協定・学部（研究科）間協定について 

2011年6月 第３回 

・同志社大学英文用語集について／文書の英文化に 
 ついて 
・外国人留学生の学生生活および在籍管理の留意点 
 について 

2011年7月 第４回 
・文書の英文化について 

・「派遣留学」の概要とその関連手続きについて 

2011年12月 第５回 

・文書の英文化について 

・留学生別科の現状について 

・国際教育インスティテュートについて 

２０１１年度 活動スケジュール 

■２０１１年度 



2012年1月 第６回 
・同志社大学のグローバル化の取り組み 

・留学生統計と留学生の種類 

2012年3月 第７回 
・文書の英文化について 

・「学内文書英文化ワーキンググループの総括」 

２０１１〜２０１３年度 活動スケジュール 

2012年11月 第１回 

・学内文書の多言語化について 

・外国人留学生を対象とした入試に利用される 

 語学能力証明書等について 

2013年11月 第１回 
・留学生のアルバイトについて 

・グローバル人材育成推進事業について 

■２０１１年度 

■２０１２年度 

■２０１３年度 



■プロトコルについて 
 ●プロトコルとは？ 

 ●エティケット 

 ●席次、敬称 

 ●国旗の掲揚位置・掲揚順 

 ●レセプションでの食事、テーブルマナー・席次 

 ●国際会議での紹介の順序 

 ●国による握手のルールの違い 

 ●ドレスコード 

 ●贈呈品の選び方 

 ●国によるボディランゲジーの意味の違い 

 

 ＜配付資料＞ 

 ・プロトコルとは 

情報共有の事例 １ 



■国費外国人留学生制度について 

 ●趣旨、人数、プログラムの種類 

 ●奨学金・旅費 

 ●推薦方式、採用形態 

 ●同志社大学の国費外国人留学生の状況 

 ●国費留学生を増やす意義 

 ●大学の事務について（採用決定まで・採用決定後・在学中） 

 

 ＜配付資料＞ 

 ・国費外国人留学生取扱要項（文部大臣裁定） 

 ・留学生受入れの手引き 

情報共有の事例 ２ 



グローバル・キャンパス化に向けた全学の取組へ 

 ▼国際連携推進業務への理解 
   →国際化業務の分散化・高度化の促進＝各事務室のグローバル化 
 

 ▼グローバル化への意識を醸成 
    →職員一人ひとりの意識改革＝本学の国際主義の教育理念を体現 

  →各事務室でグローバル化のための自立的な提案を期待 
 

WG活動を通じた意識改革の狙い 



 ▼英文用語データベースの完成・運営 
  WEB（同志社大学教職員のページWEB）で提供 

  ※事務共有フォルダでアップデートを継続  
 

 ▼英文文書の共有 
  WEB（同志社大学教職員のページWEB）で提供 

  ※英文パンフレットや、素材なども共有 
 

 ▼意識改革 
  一気には、無理。→ 地道・継続的な啓蒙が必要。 

  ※協働作業を行うことで、より、意識は高まった。  

WG活動の成果 



WEBでの共有化（教職員ページ） 

●英文用語集（統一用語） 
●大学紹介 
 ・プレゼン用資料（英・韓・中） 
 ・A4リーフレット（各国） 
 ・今出川校地キャンパスガイド 
●推薦状 
 



WEBでの共有化（教職員ページ） 

 ●証明書 
 ●紹介状 
 ●事務室掲示 
 ●クリスマスカード 
 ●来客受け入れの次第 
 ●英文の手紙テンプレート 
 ●礼状 
 ●マニュアル・資料・教材 



WEBでの共有化（教職員ページ） 

 ●協定のテンプレート 

  ・大学間 

  ・学部・研究科間 

 ●参考資料 



WEBでの共有化（教職員ページ） 



 ●提案し、実行できる職員の養成 

 ●個々の職員の自立的なスキルアップ 

 ▼多言語対応（英語以外の中国語・ハングル等の対応） 
 
 ▼継続的な情報提供 
  →内容の充実（ホームページの充実、研修会・シンポジウムの開催） 

 ▼グローバル・キャンパス化に向けた継続的な目標の 

  共有 
 
 ▼問題意識から戦略・政策への転換へ 

WEBでの共有化（教職員ページ） 



 

 

 

 

国際交流スペースの拡大 

 1. ラーニングコモンズの設置 
 
 2. 国際交流ラウンジの 

    再整備 
 
 3. Global Archivesの整備 
 

 4. ライティングセンター 

     の設置 
     ※日・英の対応 

留学生への学修支援と国際交流の活性化 



 

 

国際交流活動の活性化 

  →交流機会の創出 

 1. 日本人学生との交流 

 2. 地域との交流 

 3. 外国人同士の交流 

    ●SAP留学生 

     ●交換留学生 

     ●短期受入れプログラム 

       留学生 

     ●日本語・日本文化教育 

       センター生 

     ●留学生別科生 

 

留学生への学修支援と国際交流の活性化 



ラーニング・コモンズ＜今出川キャンパス 良心館＞ 2,500㎡  
 
※西日本最大規模の学習（自学自習）スペース 

ラーニング・コモンズの活用事例 



１.運営主体 
 学習支援・教育開発センター 
   

２.連携組織 

 ※多数の部門が多様な角度から「学び」に光を当てる契機 
  ●教育支援機構内  情報支援課, 教務課, PBL推進支援センター, 
                全学共通教養教育センター 
  ●国際連携推進機構 国際センター  
  ●学生支援機構    学生支援センター 
  ●独立組織               図書館，キャリアセンター 
   ３.事業内容の検討 
  学習支援・教育開発センター内に 

  学習支援検討部会を設置（全学部および関連部門の代表） 
   

 

  

  
LCの運営主体と連携組織 



●アカデミック・インストラクター（専属教員２名）  

●アカデミック・インストラクター （専属職員１名） 

●学習支援コーディネーター （職員１名） 

●ラーニング・アシスタント（大学院生14名） 2013.10～ 

●情報探索アシスタント（図書館からレファレンス担当１名） 

●留学コーディネーター（国際センターから１名） 

●留学アシスタント（学生５名（外国人留学生２名、日本人留学経験者３名）） 

●カンバセーション・パートナー（学生１〜３名、週２回程度） 

●ＩＣＴサポートスタッフ（ＩＴサポートオフィスから数名） 

●学生スタッフ（学生支援センターから：ピアサポート講座受講生） 

●プリントステーション・スタッフ（外部委託） 

 

  
LCにおける学修支援のための人的支援 



ラーニング・コモンズ（２Fクリエィティブ・コモンズ） 

Global Village 

Presentation 
Court 



ラーニング・コモンズ（３Fリサーチ・コモンズ） 

Academic 
Support 

Area 



●Global Villageの活用 

 ・プレス・ディスプレー（世界各国の新聞をオンラインで閲覧可能） 

 ・海外放送トークスペース（CNN等、世界１７０局を見ながら情報交換） 

 ・アカデミック・サポート（チュータリング機能、日本語の添削等も可能） 

 ・“Think in English, Discuss in English !”（英語によるディスカッション） 

 *”Go Global“ Desk”留学相談（留学コーディネータ・留学アシスタント） 

   →留学アシスタントは、交換留学生より２名雇用 

●Presentation Courtの活用 

 ・“Doshisha Intercultural Presentation”（異文化プレゼンテーション） 

   →外国人留学生による母国紹介（日本人留学生の留学先の発表も含む） 

 ・短期受入プログラム成果発表会等、公開可能な発表会 

 *留学生キャリアシンポジウム（留学生による就職体験等） 

 *“Global Promenade”（海外留学体験者によるポスターセッション） 

 *TOEFL等外部試験対策セミナー 

  

  
LCにおける留学生への学修支援 



●背景 

 ・職員の限界（時間、業務量）←交流の機会をもっと増やしたい 
 ・学生の能力や意欲を活かせる場が必要 
  →参加する学生だけでなく、学生スタッフもグローバル化し、 
   社会人基礎力の育成をはかる。→リーダーとなれる人物を育成 
  
  

  
国際交流支援学生スタッフ制度の導入 



▼本学に日本語・日本研究の拠点を置く海外有力大学 
 のSAP(Study Abroad Program)センターが所蔵する 
 文献や資料を一箇所に集め、本学の学生も自由に閲 
 覧することができる。本学図書館の蔵書との横断検 
 索が可能な蔵書管理システムも提供されている。 
 

Doshisha Global Archives 



Doshisha Global Archives 



国際交流ラウンジ等における活動 

●国際交流ラウンジでの活動 

 ・World Music 
   留学生の母国の音楽（カントリーミュージック等）について紹介する。 

 ・Brown Bag Talk 
   お昼ごはんを持参して、気軽に留学生と日本人で交流する。 

 ・News Watch 
   留学生や日本人で日本語のニュースを見て、ディスカッションする。 

 ・Book Club 
   留学生と日本人で日本の名作を音読し、語句の解説などの後に 
   ディスカッションする。 

 ・お話の国 
   テーマ（マンガ、ジブリなど）を決めて、気軽に留学生と日本人で 
   ディスカッションする。 

 ・World Café 
   留学生が母国の飲み物やお菓子、それらにまつわる文化や背景、習慣を 
   紹介する。また、実際に一緒に作り、食べながら、ディスカッションする。 



国際交流ラウンジ等における活動 

●新入生歓迎行事（歓迎週間） 
 ・Meet Japan 
   学生サークル協力のもと、茶道、琴・笙の雅楽演奏、書道、折り紙、生け花を 
    留学生が体験する。 

 ・Open Lounge 
   日本人学生が来日直後の外国人留学生を茶菓でおもてなし、サポートする。 

 ・Japanese Cooking Class 
   プロの調理師を招き、和食（肉じゃが等）の作り方を教わった後、実際に 
   留学生と日本人の混成グループで調理する。 

 ・Wagashi Making Experience 
   老舗の和菓子に行き、和菓子作りを体験する。 

 ・Educational Trip in Kyoto 
   京都にある工場や寺院を見学する。製茶工場・伏見稲荷大社等。 

 ・校祖墓参 
   校祖である新島襄や新島八重、山本覚馬の墓がある若王子山同志社墓地に 
   お墓参りし、その後、哲学の道を散策する。 



●その他の国際交流活動 

 ・International day 
   日本人学生と外国人留学生の交流会。 

 ・Christmas Gathering 
   各国のクリスマスを通して、交流し、親睦を深める。 

 ・Culture Day 
   各国の文化を採り上げ、ディスカッションする。 

 ・World Kitchen 
   教職員食堂の空き時間に調理師の指導の下、調理を実習。 

 ・餅つき 
   留学生課と生協の共同イベント。迎春イベントとして実施。 

 ・IFTAR食事会 
   ラマダン明けの７月に実施、イスラムの食事を生協が提供。日本人も参加可。 
   留学生課と生協の共同イベント。 

 ・Language Hour 
    日本人学生と外国人留学生で英語と日本語の語学交換を行う。 
 

   

その他の国際交流活動 



●その他の国際交流活動 

 ・One-day Field Trip 

    国際教育インスティテュート（英語コース）が主催。神戸製鋼等の工場見学 
    及び企業の担当者との英語によるディスカッション。 

 ・Cultural Exchange Event GC-ILA 

   国際教育インスティテュート（英語コース）とグローバル・コミュニケーション 
   学部の学部間交流。異文化体験についてディスカッション、パーティを実施。 

 ・工場見学 

    日本語・日本文化教育センターが主催。京セラ、パナソニック、島精機、 
    酒造工場等を見学。 

 ・滋賀・琵琶湖ツーリズム・プロモーション 
    日本語・日本文化教育センター主催で実施。エコツーリズムを体感。 

 ・日本語ボランティア、会話パートナー 
    SAP・短期プログラムで日本人学生が授業や課外活動で日本語を支援する。 

 *ホームスティの募集 
    短期プログラムでホームスティ先を募集。教職員・学生にも協力を呼び掛け。 

その他の国際交流活動 



http://fb.com/DoshishaU.IC 

国際センターFacebookでの発信 



Facebook 



Facebook 



Facebook 



http://fb.com/DoshishaU.IC 

Find us on Facebook!! 


